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世界最大の米国市場をどう攻略するか

・日本の医療機器でシェア、市場規模の上位は、診断機器が多い。しかし、内視鏡を除くと欧米メーカの競合も
多く、米国市場では飽和状態（新設と入替がメイン）で、大きな成長は期待できない（但し、大切な市場）。
・医療機器のグローバル展開による市場拡大を目指す上では、米国市場でのユニコーンの創出がカギとなる

データ：NTT DATA 第2回 医療機器・ヘルスケア開発協議会 資料1－2 「我が国医療機器・ヘルスケア産業における競争力調査 調査報告書」4頁

日本の医療機器産業の現状認識
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この空白地帯にどう
進出できるか
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米国系企業は、市場規模の大きい機器でシェアと売上を確保

米国系企業には、ファースト・イン・クラスの医療機器で高いシェアを有する企業が多い

データ：NTT DATA 第2回 医療機器・ヘルスケア開発協議会 資料1－2 「我が国医療機器・ヘルスケア産業における競争力調査 調査報告書」5頁

日本の医療機器産業の現状認識

CT、MRIでは差異は少ない

2

日本系企業が弱い治療機器で
しっかりシェアと売上を確保
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アンメットニーズからFIC（ClassⅣ）の医療機器開発を目指す

・米国の市場を獲得を前提に医療機器開発を行うには、アンメット・メディカル・ニーズの調査、市場性、
出口戦略も含めた検討が必要。その中からファーストインクラスの医療機器が生まれ得る

・診断機器系中心の日本企業が治療機器に算入するには、オープンイノベーションを加速する必要があ
る（ジョンソンエンドジョンソンの例）

データ：NTT DATA 第2回 医療機器・ヘルスケア開発協議会 資料1－2 「我が国医療機器・ヘルスケア産業における競争力調査 調査報告書」7頁

日本の医療機器産業の現状認識
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市場獲得の
対策が必要



Copyright© Medical Excellence JAPAN All Rights Reserved.

米国市場進出を前提としたオープンイノベーション支援の提案

例えば、【目標設定】
202Ｘ年までに、市場規模1000億以上、シェア50％を超える医療機器を新たに10機器目指す

（課題）

• 米国市場進出を前提とした場合、市場規模が大きくなり、企業の投資意欲が増す一方で、臨床試験コス
トも膨大な金額となり、コストとリピテーションの懸念等が増大し、投資決断ができない

• 治療機器分野には土地勘がない企業が大半であり、投資判断ができない
• スタートアップ企業で果敢に取り組んでも資金調達で苦戦している（国内ではエグジットが見えない）
• スタートアップ企業によっては、自社技術と医療ニーズにつながりが弱い
• 長期間にわたる研究開発、事業化が必要なため投資判断ができない

（課題解決案）

• 治療機器の分野における医療ニーズ調査を行い、アンメット・メディカル・ニーズをリスト化、想定される
市場規模を公開し、当該課題解決に向けた公募事業を行う（日本の高い技術とニーズのマッチング、企
業の参入、投資判断を支援等）

• 市場性（1000億円以上）のある治療機器のアンメットニーズに取り組む事業者には、思い切った投資支

援を行い、出口戦略を支援する（引受手となる「ジャパンメディカルデバイス（仮称）」設立とか、大手医療
機器メーカーに税制優遇、日系ＣＤＭＯへの補助金支援等）

• 個社の企業体力を考えると企業統合等の推進支援も必要か

日本の医療機器産業が世界シェアを取るために
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当初から米国と日本の両方での事業化を目指す企業を大胆に支援
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脱細胞化生体組織を用いた膝前十字靱帯(ACL)再建用人工靱帯開発

・市場規模1000億以上で、シェア50％を超える可能性のある医療機器候補の例
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出所：Core Tissue Bio Engineering株式会社から資料提供

スタートアップ企業（Core Tissue Bio Engineering）の実例
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経済産業省ヘルスケア産業課補助事業による支援状況

新興国への展開（MExx構想の紹介）
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事業の成功・失敗を分けた要因

新興国への展開（MExx構想の紹介）
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支援体制の強化の必要性

新興国への展開（MExx構想の紹介）
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Medical Excellence TAIWAN（2021年9月に設立）

新興国への展開（MExx構想の紹介）
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ベトナムとの進捗（ハノイ医科大が事務局）

新興国への展開（MExx構想の紹介）
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インドとの進捗（NITI Aayogが事務局候補）

新興国への展開（MExx構想の紹介）
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MExx構想の今後の計画

新興国への展開（MExx構想の紹介）
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相手国のニーズ・実情と実現すべきゴールに合わせ、最適なMExxの形を模索またカスタマイズしていく。(会員、ファイナンス、
活動テーマ 、制度etc.)

１．次のMExx立ち上げ候補国の選定
MEJ会員の期待、目指す成果、フィージビリティ、関係省庁の意向等多くの視点を踏まえ、2023年度
中の絞り込みを行う。

２．台湾
渡航団派遣、訪日団受け入れや交流イベント(セミナー3回,シンポジウム2回）を通し、MEJ企業会員・
医療機関とMET会員のより具体的・直接的な連携を創出する。

３．ベトナム
交流イベント(ワークショップ3回)を通し、ベトナムにおけるMEVの更なるプレゼンス向上を進める。

※6月27日の第2回ワークショップでは、日本側企業のランチョン、展示を実施。

４．インド
MEIの価値訴求を進め、事務局候補NITI Aayog/ERIA/MEJによるSOI締結と連携活動の本格的立ち
上げを目指す。

５．中央アジア
MExxに関心を示すウズベキスタンと連携の可能性を探る。

６．アフリカ
2022年度受託の内閣官房アフリカ調査事業や、2023年度参画の経済産業省アフリカ官民ミッション

 によりアフリカ諸国・地域との連携の糸口を創る。
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インバウンドとアウトバウンドの好循環

MExx構想の将来像
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MExx構想はアウトバウンド事業のみならず、インバウンド事業においても重要。産官学医のハブを多国間で繋ぎ、強固な連携のもと、
アウトバウンド、インバウンド双方の課題解決とアウトバウンド、インバウンドの好循環を創出する。
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